
令和 3年度　勝本浦まちづくり協議会

　　　　　　運営委員会の開催について

令和 3年度勝本浦まちづくり協議会の運

営委員会を 5/7（金）に開催する予定でし

たが、新型コロナウィルスの感染状況を考

慮し、書面による決議を行うこととなりま

した。

　運営委員会は一般的には「総会」にあた

る会議です。通常であれば、地域づくり部

会、漁業・商業活性化部会、安全・安心部

会、子供育成部会の委員のみなさんにお集

まりいただき、前年度の決算と事業実績や

今年度の予算と事業計画等について議決を

行います。

　令和 3年度は、勝本浦まちづくり協議会

として初めて 1年を通して活動を行ってい

きます。昨今の状況により、計画通りにい

かないことも度々で、『なんしよいん』を

見ていただいているみなさまに、目立った

活動報告ができず、大変心苦しく思います。

　壱岐でもワクチン接種が徐々に進んでい

ますし、以前のような日常生活を送れる日

も近づいてきています。

　これまで同様、状況を見ながら慎重に・・・

とはなりますが、コロナ禍を克服する日に

備えつつ、今できることを着実に進めて行

きますので、ご理解・ご協力の程よろしく

お願いします。
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！ SNSのアカウントはこちら！

Instagram

instagram.com/katsumotoura_town_planning/

Twitter アカウント　

　twitter.com/gyYZRB5CfDokUZ2

SNS で情報発信を行っています。今のところ、更新がとてもゆっくりです（汗）。そんな中でも、インス

タグラムはフォロワー数 100 人を超えました！見ていただいているみなさんありがとうございます！

　今後は広報誌をカラーで投稿することも考えています。よかったらのぞいてみてください。

Facebook ページ

　facebook.com/katsumotouratownplanning

公式 LINE アカウント

　https://lin.ee/wUVruvw
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この本読んじみらんで？

勝本浦を描いた歴史の本は見たことがある、あるいは、本を
知っているという方は多くいらっしゃると思います。今回紹介
する「デザイン・サーヴェイ」では建築学の視点から勝本浦が
描かれています。
　昭和 40年中頃の家の間取りが詳細に記されていて、デザインを
主体としながら、勝本浦の文化や社会についてもまとめられています。専門的ではありま
すが、詳細な図や写真がたくさん掲載されていて、とても興味深い 1冊です。海辺の道
路がまだ無かった頃、イカを干していた ” たな ” の様子を知ることができます。また、所
狭しと並ぶ船の様子は圧巻です。
　当時を知る人には懐かしく、知らない世代には新鮮に映るのではないでしょうか。

まちこ

昨年、 東京から勝本浦へ移住された、 まちこさんのコラムを期間限定で連載します。
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